
 

 

 
2025 年 11 ⽉ 11 ⽇ 

ミハル通信株式会社 

【パラボラアンテナ製造体制を確⽴】ミハル通信が神奈川県海⽼名市に「アンテナ

製造⼯場」を新設 V2X・周波数再編に伴う置き換え需要に対応 

通信インフラの安定供給に貢献 直径 3m までのアルミ絞り加⼯・溶接組⽴を、国内最⾼⽔準の技術⼒で実施 

 
通信インフラの安定供給を担うミハル通信株式会社（本社︓神奈川県鎌倉市 代表取締役社⻑︓岩⽥春樹、以下 当

社）は、神奈川県海⽼名市に「アンテナ製造⼯場」を新設し、2025 年 10 ⽉ 1 ⽇より本格稼働を開始いたしました。 
従来、外部委託していたパラボラアンテナの背⾯構造加⼯について、主要サプライヤーの撤退により供給体制が不安定化した

ことを受け、当社は内製化を決断。これにより、マイクロ波固定通信伝送路部品をフルラインナップで提供できる製造体制をより
⼀層強化しました。

 
■⼯場概要 

 敷地⾯積︓約 828 平⽅メートル（250 坪） 
 建物構造︓平屋建て倉庫を改装、天井⾼約 7m 
 設備︓4 ライン同時⽣産可能、クレーン設置 
 従業員数︓8 名（熟練技術者中⼼） 

 
■技術⼒と製造体制 

本⼯場では、直径 3m までのアルミ絞り加⼯品を⽤いた背⾯構造の溶接組⽴を実施。⽣産能⼒は、⽉産 20 ⾯（最⼤）
程度を想定しています。耐⾵速基準を満たす強度設計を⾏い、品質を確保します。特にアルミ溶接は製品性能を左右する重
要⼯程であり、熟練技術者による精密な作業が求められます。品質と安全性を最優先に、国内最⾼⽔準の技術⼒で製造を⾏
っています。

 
■市場動向と今後の展望 

V2X 通信導⼊に伴う周波数再編が進み、既存アンテナの置き換え需要が急増しています。既存放送事業における 5.9GHz
帯については、順次他バンドへの移⾏が進むため、送受信設備におけるパラボラの置き換え対応が必須となっています。 

こうした市場の変化に迅速に対応できる体制を整えたことで、当社は放送・通信業界において重要な役割を果たすことが期待
されています。 

また、2023 年の古河 C&B からの事業継承を経て、導波管・レクトガイド製品を含めた製品ラインナップの拡充を進めており、
放送・無線事業領域外での新規顧客開拓にも注⼒してまいります。 
 
 
 



 

 

 

 

   
 

   



 

 

 
［ミハル通信について］ 

当社は、1955 年に⽇本でケーブルテレビが誕⽣した年に創業し、今年 70 年を迎えました。創業以来、ケーブルテレビ業界の
リーディングカンパニーとして最先端の機器を開発してきました。ケーブルテレビ、映像伝送、放送、無線といった多岐にわたる分野
で研究開発からマーケティングまで⼀貫して事業を展開し、「研究開発・設計・調達・製造・品質保証」から、システムインテグレー
ション（SI）、保守サービス、マーケティングに⾄るまで、シームレスなサービス体制を確⽴。ハードウェアからソフトウェアまでを⾃社
で開発・設計・製造することで、多様なニーズに応える製品やシステムを提供しています。 

2023 年 4 ⽉からは、古河 C＆B（株）の事業を引き継ぎ、放送空中線や無線通信のノウハウを取り⼊れることで、事業拡
⼤を⽬指しています。今後は、⾼周波無線技術を活⽤し、RF（有線・無線）と IP が融合する時代に対応していきます。 

今後は地域サービスにとどまらず、⼈々の⽣活を豊かにするサービスがますます重要になります。持続
可能なインフラを提供することで、地域の安全・安⼼・健康・環境に貢献し、映像伝送・放送無線技術
をコアに、幅広い産業分野へ展開します。 

私たちは、歴史ある鎌倉の地から、最新の製品とソリューションを発信していきます。 
 
 
 

 
 
 

〈本件に関するお問い合わせ先〉 
 
ミハル通信株式会社 事業戦略企画室 
鎌倉本社〒247-0051 神奈川県鎌倉市岩瀬 1285 TEL 0467-44-9111 FAX 0467-46-1615 
メールアドレス mhr_eigyo@miharu.co.jp  ウェブサイト https://www.miharu.co.jp/ 


